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①東京外かく環状道路の事業概要



4

東京外かく環状道路（関越～東名）路線概要

首都圏三環状道路は、都心部の慢性的な交通渋滞の緩和及び、環境改善への寄与等を図り、さらに、我が国の経済活動の
中枢にあたる首都圏の経済活動とくらしを支える社会資本として、重要な役割を果たす道路です。

近年の開通により、首都圏全体の生産性を高める重要なネットワークとしてストック効果を発揮しています。
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東京外かく環状道路（関越～東名）計画概要

（平成１９年４月６日 都市計画変更（高架→地下））

（平成２７年３月６日 都市計画変更（地中拡幅部））

計 画 概 要
延 長 ： 約 １ ６ ｋ ｍ

高 速 道 路 と の 接 続 ： ３ 箇 所
・ 東 名 Ｊ Ｃ Ｔ （ 仮 称 ）
・ 中 央 Ｊ Ｃ Ｔ （ 仮 称 ）
・ 大 泉 Ｊ Ｃ Ｔ

出 入 口 ： ３ 箇 所
・ 東 八 道 路 Ｉ Ｃ （ 仮 称 ）
・ 青 梅 街 道 Ｉ Ｃ （ 仮 称 ）
・ 目 白 通 り Ｉ Ｃ （ 仮 称 ）

構 造 形 式 ： 地 下 式
（ ４ １ ｍ 以 上 の 大 深 度 に 計 画 ）
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大深度地下の利用について

東京外かく環状道路（関越～東名）は、「大深度地下の公共的使用に関する特別措置法」に基づく
大深度地下の使用の認可を受け本線トンネルの大部分を地下40ｍ以深の大深度地下としました。
これにより、用地取得等を伴う箇所が地上部と大深度地下以浅部のみとなり、地域分断等による地
上部の影響が少なくなります。
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整備効果【所要時間短縮と事故減少】

関越道

東名高速

環状８号線

○環状8号線では、高速道路との交差部周辺で交通渋滞が発生し、車両相互の追突事故が多い状況。

○外環（関越～東名）の整備により、交通の転換が図られ、交通混雑の緩和、交通事故の減少が期待。

至 大田区

至 練馬区

環状８号線

約66分

外環

約12分

■渋滞状況（中の橋交差点付近）

■事故類型

■渋滞の解消（通過交通の都心部への流入を抑制）■時間短縮（関越道～東名高速間の所要時間）
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整備効果【生活道路の安全性向上と災害時の代替路確保】

○外環（関越～東名）の整備により、 抜け道利用交通が転換し、生活道路の安全性向上が期待。

○災害等により放射道路が寸断された場合でも都心への経路が確保可能。

■環状８号線周辺の抜け道 ■災害時における代替路の確保

R1.10＋外環（関越～東名）
：388ルート

外環（関越～東名）整備により
経路数が180ルート増加

■三環状道路整備による代替性の強化（東名高速から都心へ至るパターンの試算）

H30.6：208ルート
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平面図 全延長 約16km

東京外かく環状道路（関越～東名） 杉並区内のルート

杉並区

久我山４丁目部分

約０.２ｋｍ

外環道

久我山

4丁目
松庵

1丁目 松庵

2丁目
松庵

3丁目

久我山

3丁目

善福寺１～４丁目、西荻北４丁目部分

約１.３ｋｍ

外環道

善福寺

4丁目

善福寺

3丁目
善福寺

2丁目

善福寺

1丁目

西荻北

4丁目

西荻北

3丁目
西荻北

5丁目

上井草

4丁目

今川

4丁目

J

R

中
央
線

松庵

3丁目

※今回、シールドマシンが到達予定の地域
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東京外かく環状道路（関越～東名） 現在の状況



②シールドトンネル工事の概要
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本線トンネル 大泉南工事 工事概要（大泉側発進）

北行トンネル

本線トンネル（北行）大泉南工事工事名称

中日本高速道路株式会社 東京支社発 注 者

大成、安藤・間、五洋、飛島、大豊 特定建設工事共同企業体施 工 者

シールドトンネル本体工 6,970ｍ工事内容

東京都練馬区大泉町～東京都武蔵野市吉祥寺南町工事場所

直径約16ｍ

南行トンネル

本線トンネル（南行）大泉南工事工事名称

東日本高速道路株式会社 関東支社発 注 者

清水、熊谷、東急、竹中土木、鴻池 特定建設工事共同企業体施 工 者

シールドトンネル本体工 6,980ｍ工事内容

東京都練馬区大泉町～東京都武蔵野市吉祥寺南町工事場所

直径約16ｍ



シールドマシンの掘進方法

動画をご覧ください

■ 動画はこちら

https://tokyo-gaikan-project.com/news/movie/shirudo.html


③陥没・空洞事故の概要
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陥没・空洞発生箇所

東名側本線トンネル（北行）
停止箇所

狛江市

調布市

調布市

三鷹市

陥没・空洞事故の経緯 ［発生箇所の位置］

至東名ＪＣＴ

至中央ＪＣＴ

つつじヶ丘駅

東名側本線トンネル（南行）
停止箇所

発生日：令和２年１０月１８日
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陥没・空洞事故の経緯 ［発生箇所の位置］

令和２年11月21日

空洞②確認

充填完了（約200㎥）

令和２年11月3日

空洞①確認

充填完了（約600㎥）

令和３年1月14日

空洞③確認

充填完了（約90㎥）

令和２年10月18日

陥没位置

埋戻し完了（約140㎥）

入間川

至）三鷹市
至）狛江市

東名側本線トンネル（南行）
停止箇所
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検討の経緯

令和２年 １０月１８日

事業者 有識者委員会
委員：学識者等１０名

シールドトンネル
施工技術検討会

令和３年 ３月１９日
再発防止対策

とりまとめ

検
討

調査・データの提供

検
討

令和３年 １２月２４日 具体の再発防止対策とりまとめ

ガイドライン
令和3年12月とりまとめ

検
討

令和2年10月19日以降７回開催

令和3年9月28日以降5回開催

説明会

説明会

全ての掘進工事
を一時中止

適宜相談・助言

・近年の事故等
最新の知見を収集

・多数の建設会社より
現場の知見を収集

陥没事故発生

第23回東京外環トンネル施工等検討委員会

ただちに
有識者のみによる委員会を設立

外環事業における検討 シールドトンネル
施工技術検討会

における検討
委員：学識者等計７名

事務局：国交省（大臣官房）

シールドトンネル施工技術検討会の目的

令和３年 ４月

近年の複数のシールドトンネル工事で
の事故の発生を受けた、地下鉄、道路、
下水道など幅広く活用されているシール
ドトンネル工事の更なる安全性の向上
及び周辺地域の安心の確保

令和４年 １月～２月

令和４年 ２月２５日 掘進再開

第２４回～第３２回
東京外環トンネル施工等検討委員会にて

再発防止対策等が有効に機能していることを確認

掘
進
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陥没箇所周辺の地盤（調布市）

地質状況

舎人層

③塑性流動性（良い固さ・まとまり）の確保が難しい

②変状が煙突状に伝わる砂の層が連続

①表層が薄い

陥没箇所

塑性流動性〇 塑性流動性×

大泉側トンネル区間

主に粘性土層

北多摩層

主に砂層
一部砂礫層を含む

粘性土層、砂層、
砂礫層が繰返す土層

粘性土層、砂層、
砂礫層が繰返す土層

江戸川層

東久留米層
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塑性流動性（良い固さ・まとまり）

塑性流動性あり
・良い固さ
・まとまり

塑性流動性なし
・固すぎる

（柔らかすぎてもだめ）

・まとまりがない

■ 動画はこちら

■ 動画はこちら

https://www.e-nexco.co.jp/news/important_info/mv/02.html
https://www.e-nexco.co.jp/news/important_info/mv/03.html
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陥没・空洞の原因

地
山

チャンバー

地
山

スクリュー
コンベヤー

地
山

チャンバー

スクリュー
コンベヤー

地
山

カ
ッ
タ
ー

〈事故発生箇所付近での夜間停止〉 〈翌朝の工事〉

○夜間の停止中に削った土と添加材が分離

○下部に土砂がたまり、土が締め固まってしまった

○翌朝、カッターが回らなくなってしまった

○回らなくなったカッターを回すため、特別な作業を

行った時に、地山の土が過剰に入り込んでしまい、

その後の掘進において、土を取り込みすぎた

○シールドマシン上部にゆるみが発生

○上方に煙突状に伝わり陥没・空洞が発生

カ
ッ
タ
ー



④杉並区内の地盤概要と

陥没・空洞事故の再発防止対策
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舎人層地質

厚さ15～20ｍ程度のローム層・武蔵野礫層
表層

舎人層の砂、礫、粘性土層などが互層
流動化しにくい粘土層が全域に存在

掘削断
面上部

互層（礫・砂・粘性土）
全域に粘性土層が介在

掘削断
面

大泉側本線シールドトンネル工事の地盤概要について 【杉並区】

東久留米層地質

厚さ5～10ｍの埋土（他区間より薄い層厚）
ローム層・武蔵野礫層

表層

単一の砂層で流動化しやすい層が地表面まで連
続（変状が煙突上に伝わりやすい）

掘削断面
上部

細粒分が少なく、均等係数が小さいため、自立性
が乏しく、礫が卓越して介在

掘削断面

陥没箇所周辺 杉並区周辺

砂

砂礫

粘性土

沖積層

ローム

盛土

掘
削
断
面

掘
削
断
面
上
部

表
層

杉並区掘進範囲
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事故を踏まえた対応

■陥没・空洞の原因 ■対応

対応Ⅰ

○掘進停止中も、土の締め固まりを
生じさせません

対応Ⅱ

○取り込んだ土の量を
丁寧に把握します

対応Ⅲ ○お住まいの皆さまの安全・安心を高めます

・ 振動・騒音をできるだけ低減します ・ 積極的に情報提供を行います
・ 地表面などのモニタリングを強化します ・ 緊急時にも安心できる対応を整えます

○夜間の停止中に削った土と添加材が分離

○下部に土砂がたまり、土が締め固まってしまった

○翌朝、カッターが回らなくなってしまった

〈事故発生箇所付近での夜間停止〉

〈翌朝の工事〉

○回らなくなったカッターを回すため、特別な作業を

行った時に、地山の土が過剰に入り込んでしまい、

その後の掘進において、土を取り込みすぎた

○シールドマシン上部にゆるみが発生

○上方に伝わり陥没・空洞が発生
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対応Ⅰ：掘進停止中も、土の締め固まりを生じさせません

様々な条件でも土の締め固まりを生じさせない添加材を確認

原因と対応

ポイント

具体的な対応

中でも条件が
厳しい土層

（実際の掘削断面で特に条件の厳しい断面） （中でも条件が厳しい土層
が全断面に現れた想定）

全断面に
出現したと

想定

砂層

粘性土層

砂礫層

粘性土層

砂礫層

粘性土層

添加直後
７日後

（年末年始等の長期停止を想定）

○（分離してない）

気泡材

鉱物系
（ベントナイト）

添加材
材令

×（分離）

○（分離してない） ○（分離してない）

粘性が無く
固まってい

る

まとまりが無
くバラバラに
なっている

○夜間の停止中に削った土と添加材が分離

○下部に土砂がたまり、土が締め固まってしまった

○翌朝、カッターが回らなくなってしまった

■停止中も土が締め固まらない添加材を実験で確認

■実際には出現しがたい厳しい条件でも実験

実験の様子

まとめ

○いずれの条件でも締め固まりが起こらない添加材を確認

○これら複数の添加材を常に使用可能な状態とする

○添加材の調整に活用するため、新たなボーリング調査を実施

○課題発生時の対応を事前に取り決め

○実際の掘削断面で特に条件の厳しい断面と、

その中でも条件が厳しい土層が全断面に現れた断面

で添加材と土を配合する実験

○添加材と混ぜた土が長期停止でも分離しないか確認

○これらを複数の添加材で実験し、適した添加材を確認

○厳しい条件も含め、複数の添加材を用いることで
締め固まりが起こらないことを確認

参考資料P4～P13



25

対応Ⅱ：取り込んだ土の量を丁寧に把握します

過剰な土の取り込みの兆候を早期に把握し、過剰な土の取り込みを生じさせない

管理値の厳格化

掘進部分の体積
（マシン面積×掘進距離）

÷取り込んだ体積
（重さ／単位体積重量）

１００％超過の場合・・・土の取り込みが多い傾向
１００％未満の場合・・・土の取り込みが少ない傾向

× １００（％）

ポイント

○直近３２ｍの平均取り込み量と比較して管理

○土の取り込み量の管理値は±10％に設定

管理項目の追加

○１リング毎に、取り込んだ土の重さから計算した体積
と掘進部分の体積を比較

■体積の比較（排土率）

工事体制の強化

○改善が見られない場合は掘進工事を一時停止

○課題発生時の対応を事前に取り決め

○陥没発生箇所の実績から、管理値を±10％から
±7.5％に厳格化

＜従来の管理方法＞

原因と対応

○従来の管理方法では、異常の兆候が確認できなかった

■土の取り込み量の管理値を厳格化

■土の取り込み量の管理項目を追加

■工事体制の強化

取り込んだ
土の量

直近３２ｍ
の平均
＋１０％

直近３２ｍ
の平均
－１０％

1リング
長さ1.6メートル

直近32メートル
（20リング）

直近３２ｍ
の平均

取り込んだ
土の量

直近３２ｍ
の平均

＋７．５％

直近３２ｍ
の平均

－７．５％

取り込んだ
土の重さ

1リング
長さ1.6メートル

直径
16メートル

取り込んだ
土の重さ
から計算
した体積

掘進部分
の体積

○添加材が地山へ浸透した場合も考慮

参考資料P14～P19



26

■掘進モニタリング体制（大泉側本線（北行）の例）

対応Ⅱ：取り込んだ土の量を丁寧に把握します

 関係者への日々の掘進状況の定時報告等の情報共有を確実に実施しています。
 緊急時には同様にすみやかに情報共有がなされる体制を構築しています。

※カッター回転不能（閉塞）時の対応

安全のために必要な措置を実施した上で、掘進を一時停止し、緊急対策チームを編成した上で、原因究明と地表面に影響を与えない対策を十分に検討します。また、閉塞解
除後の地盤状況を確認するために、必要なボーリング調査等を実施していきます。

東京外環トンネル施工等検討委員会

ポイント
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対応Ⅲ：地域の安全・安心を高めます

・振動・騒音を低減 ・モニタリングを強化

振動・騒音をできるだけ低減

ポイント

■マシンと地盤の間に滑剤を投入
実験にて振動を最大50％低減

（滑剤）

（マシンと地盤の摩擦） （前方の地盤掘削）

○振動・騒音を日々計測し表示

計測状況
速報値を現地付近の掲示板に掲示

確定値を現地付近の掲示板及びHPに掲示

簡易計測値の表示
シールドマシン直上付近にて定点計測

電光掲示板で瞬間値を掲示

（車道部） （歩道部）

３D点群データ調査

巡回監視状況

縦断方向 計測範囲 横断方向 計測範囲

地表面のモニタリングを強化

参考資料P20～P27

○３D計測など地表面計測方法・頻度を増加

水準測量

○巡回員等により２４時間監視

○掘進前後で路面下に空洞がないかを調査
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対応Ⅲ：地域の安全・安心を高めます

・情報提供を強化ポイント

情報の提供

○お知らせチラシの配布頻度を増加（１ヵ月前、通過前後）

○フリーダイヤルを開設

電話番号はP48をご覧ください

東京外かく環状道路 本線トンネル工事のお知らせ（シールドマシン通過）

令和７年２月２６日

●お問い合わせ先（異常時やその他お問い合わせ）

皆様には日ごろから、東京外かく環状道路事業にご理解とご協力いただきあり
がとうございます。

事前にお知らせしておりました大泉ＪＣＴ（練馬区泉町）から発進した本線ト
ンネルのシールド機が通過いたしましたことをお知らせいたします。

これまで、地表面高さの測量および徒歩等による巡回を実施しており異常はご
ざいませんでした。

引き続き、地表面高さの測量を変位が収束するまで継続し、計測結果について
掲示板・HPにて公表してまいります。併せて警戒車両等での巡回も毎日行ってま
いります。

今後もトンネル工事や測量、巡回等を行う際は安全に十分努め作業を行います
ので、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。

（裏面あり）

●シールドマシン位置図

お問い合せ先（代表）お問い合せ内容
中日本高速道路㈱ 東京支社 東京工事事務所

TEL：0120-016-285
（フリーダイヤル：平日9:00〜17:30）※12⽉ 29日〜 1⽉3日 は除く

e-mail アドレス mail-gaikan@c-nexco.co.jp

・今後の掘進予定に関すること
・外環事業全般に関すること

大泉発進 本線トンネル大泉南工事担当
TEL：03-6904-5886（24時 間工 事情 報受 付ダイ ヤル ）

・工事に関すること
・工事中の振動・騒音などに関すること

※ と 印は、２月２５日時点のシールド機の位置を示しております。

北 行シー ルド通過

令 和７ 年 1月 １ 日～ １月 ３ １日

：本線南行ｼー ﾙﾄﾞ（NEXC O東日本担当）
：本線北行ｼー ﾙﾄﾞ（NEXC O中日本担当）

：掲示板の設置箇所
(掘進進捗に合わせて移動)

上

石
神
井

駅

本 線南行 シ ールド至 東名 JCT

本線 北行 シールド

：ﾄﾝﾈﾙ分合流部（区分地上権設定部）

：ｼｰﾙﾄﾞﾄﾝﾈﾙ部（大深度地下使用部）

東京外かく環状道路 本線トンネル工事のお知らせ（通過１週間前）

令和７年４月９日

皆様には日ごろから、東京外かく環状道路事業にご理解とご協力いただきあり
がとうございます。

大泉ＪＣＴ（練馬区大泉町）から発進した本線トンネルのシールド機は、図中
の時期に通過を予定しておりますのでお知らせいたします。シールド機通過の際
は振動を感じる場合があります。ご迷惑をおかけいたしますがご理解ご協力をお
願いいたします。

また、地上部ではシールド機の通過前・中・後に地表面高さを測量するととも
に、掘進工事箇所周辺で異常が生じていないか確認するため、警戒車両等で巡回
します。振動騒音に関する調査も行ってまいります。

トンネル工事や測量、巡回等を行う際は安全に十分努め作業を行いますので、
引き続きご理解とご協力をお願いいたします。

●お問い合わせ先（異常時やその他お問い合わせ）

※ と 印は、４月８日時点のシールド機の位置を示しております。

北 行掘 進予 定時 期
４ 月１ ６ 日か ら

概ね １週 間程 度

（裏面あり）

お問い合せ先（代表）お問い合せ内容
大泉発進 本線トンネル大泉南工事担当

TEL：03-6904-5886（24時間工事情報 受付 ダイヤ ル）
・地上部の異常や振動についてお気づきの点が

あった場合

中日本高速道路㈱ 東京支社 東京工事事務所
TEL：0120-016-285

（フリーダイヤル：平日9:00〜17:30）※ 12⽉29 日〜1⽉ 3日は除く
e-mail アドレス mail-gaikan@c-nexco.co.jp

・建物等の損害等が生じた場合
・その他一般的なお問い合わせ

本 線南 行シール ド

●シールド機の掘進予定

本 線北 行シール ド

至東 名JCT

：本線南行ｼ ﾙーﾄﾞ（N EXCO 東日本担当）
：本線北行ｼ ﾙーﾄﾞ（N EXCO 中日本担当）

：掲示板の設置箇所
(掘進進捗に合わせて移動)

上
石
神
井

駅

：ﾄﾝﾈﾙ分合流部（区分地上権設定部）
：ｼー ﾙﾄﾞﾄﾝﾈﾙ部（大深度地下使用部）

※シールド機通過後にあらためてお知らせいたします。

東京外かく環状道路 本線トンネル工事のお知らせ（通過１か月前）

令和７年３月１２日

●お問い合わせ先（異常時やその他お問い合わせ）

皆様には日ごろから、東京外かく環状道路事業にご理解とご協力いただきありが
とうございます。

大泉ＪＣＴ（練馬区大泉町）から発進した本線トンネルのシールド機は、図中
の時期に通過を予定しておりますのでお知らせいたします。シールド機通過の際
は振動を感じる場合があります。ご迷惑をおかけいたしますがご理解ご協力をお
願いいたします。

また、地上部ではシールド機の通過前・中・後に地表面高さを測量するととも
に、掘進工事箇所周辺で異常が生じていないか確認するため、警戒車両等で巡回
します。振動騒音に関する調査も行ってまいります。

トンネル工事や測量、巡回等を行う際は安全に十分努め作業を行いますので、
引き続きご理解とご協力をお願いいたします。

（裏面あり）

●シールドマシン位置図

お問い合せ先（代表）お問い合せ内容

中日本高速道路㈱ 東京支社 東京工事事務所
TEL：0120-016-285

（フリーダイヤル：平日9:00〜17:30）※12⽉ 29日〜 1⽉3日 は除く
e-mail アドレス mail-gaikan@c-nexco.co.jp

・今後の掘進予定に関すること
・外環事業全般に関すること

大泉発進 本線トンネル大泉南工事担当
TEL：03-6904-5886（24時 間工 事情 報受 付ダイ ヤル ）

・工事に関すること
・工事中の振動・騒音などに関すること

※ と 印は、３月１１日時点のシールド機の位置を示しております。

北行 掘進 予定 時期 通過

令和 ７ 年４ 月９ 日 から
概 ね1週 間程 度

：本線南行ｼー ﾙﾄﾞ（NEX CO東日本担当）
：本線北行ｼー ﾙﾄﾞ（NEX CO中日本担当）

：掲示板の設置箇所
(掘進進捗に合わせて移動)

上
石
神

井
駅

本線南 行シール ド

至 東名 JCT

本 線北 行シ ール ド

：ﾄﾝﾈﾙ分合流部（区分地上権設定部）
：ｼｰﾙﾄﾞﾄﾝﾈﾙ部（大深度地下使用部）

※シールド機通過のおおむね1週間前とシールド機通過後にあらためてお知らせいたします。

通過１か月前 通過１週間前 通過後１か月

掲示板イメージ掘進状況HP公表例

URL: http://tokyo-gaikan-project.com/

※日々更新

過去のオープンハウス資料や主なご質問とその回答などを掲載

本日の資料もHPに公開しています。

○ホームページと掲示板で工事情報や計測結果を公開

○外環プロジェクト ホームページ
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対応Ⅲ：地域の安全・安心を高めます

・緊急時対応を整備ポイント

緊急時の対応をあらかじめ準備

○掘進を一時停止する対応を予め整理

○「安全・安心確保の取組み」を見直し、連絡体制や情報提供の流れを確認

・掘削箇所の大規模な崩壊・崩落、大量の地下水の流入時及び地表面の

陥没等が発見された時を「緊急時」とし、緊急時の対応をあらかじめ準備

します。

○振動・騒音を特に気にされる方に一時滞在場所を提供します。 「トンネル工事の安全・安心確保の取組み」パンフレット

「トンネル工事の安全・安心確保の取組み」
パンフレット（2024年9月版） Ｐ１３抜粋

[緊急時のお知らせ・対応フロー]
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対応Ⅲ：地域の安全・安心を高めます

警戒車両（イメージ）

２４時間受付ダイヤル

●警戒車両等の拡声器・戸別訪問により、直接、お知らせします。
●安全な場所に避難できるよう誘導支援します。
●緊急時にはメールやX（旧ツイッター）等により、
状況をお知らせします。

●シールドマシン周辺を警戒車両等により巡回します。
●２４時間受付ダイヤルを開設しています。
●シールドマシン通過前後に地表面高さを計測します。

２４時間体制で現地情報を収集

万が一の際には地上にお住まいの皆さまに速やかにお知らせ

・緊急時対応を整備ポイント

03-6904-5886
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作業日と作業時間

●作業日・作業時間（祝祭日含む）

・ 現在の予定であり、状況に応じて今後変更となる可能性があります。

・ 年末年始、ゴールデンウイーク、お盆については、作業を休止します。

・ 異常気象等全ての予測できない突発的な事象があった場合は、第三者被害が生じないよう

工事区域の点検・対策などで時間に係わらず対応する場合があります。

日土金木水火月

休工（※）

午前８時～午後１０時シールド掘進

午前８時～翌午前８時内部構築（床版設置等）

午前８時～翌午前８時
シールド掘進および内部構築
以外の作業

※ メンテナンス作業（機械整備等の音の出ない作業）を行うことがあります。



⑤掘進実績と

今後のスケジュールについて
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本線トンネルの掘進実績と今後のスケジュールについて

青梅街道井の頭通り

約2.8km

約2.7km

南行シールド位置
（令和7年7月31日時点）

北行シールド位置
（令和7年7月31日時点）

●大泉側本線シールドトンネルのこれまでの掘進実績は、以下の図に示すとおりです。

区分地上権大深度

約0.36km

約0.34km

令和7年4月1日-令和7年7月31日

掘進実績 約360m（約90m/月）
※約5週間の段取り替え作業を含む

令和7年4月1日-令和7年7月31日

掘進実績 約150m（約38m/月）

令和6年4月1日-令和7年3月31日

掘進実績 約1400m（約120m/月）

令和6年4月1日-令和7年3月31日

掘進実績 約1580m（約130m/月）

神明通り 善福寺川

約0.9km
約1.7km

約1.0km

約1.7km
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大泉側本線（北行） 掘進速度低減の原因

●2730R付近から掘削断面の下部より硬質な砂礫層が出現しはじめ、掘進とともにカッタートルク等が徐々
に上昇し、2818Rの掘進以降、上昇傾向が顕著になったことから、再発防止対策に基づき、各種掘進管
理データのモニタリングや排土性状を確認し、掘進速度を低減する等、慎重に掘進しています。

●掘進速度の低減については、支障物切削のため同一高さで密に設置したカッタービットに粘性の高い土
砂が固着した状態で硬質な礫層の掘進を行ったことが原因と推定しています。

●地表面の変位や騒音・振動、チャンバー内土圧等のその他の掘進データには異常はありませんが、念
のため、再発防止対策に基づき、受発注者の本社含めた緊急対策チームを構築して対応しています。

掘進速度低減の開始位置

⽀障物切削位置

※IC名は仮称

掘進速度低減の開始位置

⽀障物切削位置

地質想定縦断図

傾斜型カッターヘッド5°

カッタービット配置

支障物切削状況図

支障物（既設杭）46本の切削

カッタービット

位置図
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大泉側本線（北行） 掘進速度改善に向けた対応

●カッタービット間に固着している土砂を除去するため、シールドマシンに備えている洗浄ロッドを用いてカ
ッタービット部の高圧洗浄を繰り返し行っています。

●固結した土砂が多数排出されており、洗浄効果が確認されるため、引き続き、洗浄を行いながら慎重に
掘進を行っていきます。

●カッタービットへの土砂の固着は事前に想定していた事象であり、シールドマシンの設計及び施工計画
上の問題が生じているものではありません。また、高圧洗浄に用いる水量は、チャンバー内の水分量と
比較して微量であり、チャンバー内土圧や塑性流動性、地表面に影響が生じるものではありません。

隔壁

洗浄孔

高圧洗浄の作業状況 洗浄後に排出された粘性土の塊

縦×横×高さ
120× 180× 70(mm)

洗浄ロッド

洗浄ロッド

洗浄ロッド

高圧洗浄 概略図
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大泉側本線（北行） スクリューコンベヤーの部材更新

●令和6年10月22日の掘進中に、シールドマシンにより掘削した土砂を後方へ搬送する設備であるスクリュ
ーコンベヤー（以下、SC）のうち、最後方のNO.3 SCにおいて、 スクリューシャフトの駆動軸が破断したた
め、掘進を一時停止して部材の補修を行いました（同年11月29日に掘進再開）。

●この補修により、適切に保守を行うことで今後の掘進を継続することは可能でしたが、耐久性をさらに高
めること等を目的として、補修した箇所の部材の更新を行います。更新の内容は、破断した駆動軸を新
品に交換するものであり、駆動軸については今回の変状を踏まえて軸の断面積を大きくする等、強化し
ました。

●部材の更新には掘進を一時停止する必要があるため、今後の坑内土砂搬送設備（ベルトコンベヤー）の
段取り替え作業に伴う一時掘進停止の期間中に行います。

●部材の更新後は、引き続き、点検頻度を高めて変状の有無や摩耗の進行状況を把握し、適切に管理し
ます。

破断したモーター駆動軸部 概要図 更新予定のモーター駆動軸部 概要図 更新予定のモーター駆動軸部 写真



37

本線トンネルの掘進実績と今後のスケジュールについて

 昨年度の掘進実績より、1ヶ月あたりの掘進量は、

北行が120ｍ/月、南行が130ｍ/月です。

 令和７年７月３１日時点の杉並区までの距離は、

北行が約340ｍ、南行が約440mです。

 杉並区に到達するまでの間に、北行シールドマシン及び南行シールドマシンは坑内土砂
搬送設備（ベルトコンベヤー）の段取り替え作業や設備メンテナンスに伴い、１ヶ月程度の
掘進停止を予定しています。

 これまでの掘進実績等を踏まえると、

令和７年１１月以降 杉並区域に到達

令和８年春以降 善福寺川に到達

令和８年冬以降 神明通りに到達

の見込みとなっています。

なお、到達時期は、今後の掘進状況等により変更となる場合があります。

 トンネル地上部周辺にお住まいの皆さまには、シールドマシンが到達する１か月前、１週
間前、通過後など工事の進捗にあわせお知らせチラシを配布します。

 今後の施工においても、掘削地山の土砂性状を早期に把握するなど、引き続き慎重に掘
進を行います。



⑥その他
—家屋調査について—
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家屋調査について

工事着手

事前調査（工事開始前） ●専門機関による調査、写真及びスケッチによる調査記録

工事による建物等に損傷等が生じた場合の対応の流れ

損害等の申出

原因、建物等の調査

補修等対応

工事完了

損害等の申出

原因、建物等の調査

補償等対応

●工事期間中に損害等が発生した場合

建物等の損傷等が生じた場合は、ご連絡ください。

建物等の損傷等の状況および、発生原因の調査をします。

日常生活に支障をきたす場合、応急補修等の対応をします。

建物等の損傷等が生じた場合は、ご連絡ください。

建物等の損傷等の状況および、発生原因の調査をします。

調査結果に基づき、補償などを対応します。

●工事完了前でも、お申込みいただけます。

○工事は細心の注意を払って進めてまいりますが、万が一、建物や工作物に損害等が発生
し、工事に起因するものと確認された場合には、当該損害等に対して補償をさせていただくた
めに、工事施工前の建物等の状況を把握する家屋事前調査を実施しております。
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家屋調査について

○杉並区内については、平成28年～令和3年にかけて家屋事前調査を実施させていただきましたが、本
線シールドマシンの到達時期が近づいているため、下記の方を対象に家屋事前調査を実施いたします。

 今まで調査未実施で新たに調査をご希望される方

 ご自宅を新築された方

 ご自宅の建替えやリフォームをされた方

過去に実施させていただいた調査結果については今後も有効なものとして取扱いたしますが、再度の
調査をご希望される方は、下記お問合せ先までご連絡ください。

家屋事前調査をお受けいただくかは任意であり、みなさまのご意向に沿って調査を実施いたします。

杉並区内の家屋調査に関するお問い合せ先

東日本高速道路㈱ 関東支社 東京外環工事事務所
TEL：0120-861-305（フリーコール：受付時間 平日9：00～17：30） FAX：03-5923-0968
e-mail ：tokyo-gaikan@e-nexco.co.jp

チラシ配布

○家屋事前調査の進め方

日程調整

調査実施

報告書のお渡し

●調査範囲の各戸にご案内のチラシを投函します

●調査会社が各戸にお伺いし調査の日程調整を行います

●調査会社が各戸にお伺いし調査を実施します

●調査会社が各戸にお伺いし調査結果をご説明し、報告書を手交します
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家屋調査について

○建物基礎の地盤沈下、外壁や基礎のひび割れの幅や長さなどをスケッチ・写真撮影後、
調書にとりまとめたうえ記録をご協力いただいた方にお渡しするとともに、事業者でも成果品
として厳重に保管します。なお、調査結果は当該目的以外には使用いたしません。

家屋調査 調査員

第

号

身

分

証

明

書

受
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者
名

株
式
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社

○
○
○
○
○

氏
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○

○
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生
年
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年
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の
は
、
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査
等
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負
契
約
書
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づ
き
、

家
屋
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査
の
業
務
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
。
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査
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○
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○
日

至

令
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○
年
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月
○
日

発
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年
月
日

令
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○
年
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日

発
行
者

発
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者
名

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

関
東
支
社

東
京
外
環
工
事
事
務
所
長

〇
〇
〇
〇
㊞

【家屋調査での調査箇所】

◆基 礎
◆軸 部（柱・敷居）
◆開口部（建具等）
◆床
◆天 井
◆内 壁
◆外 壁
◆屋 根
◆水回り（浴槽、台所、洗面所等）
◆外 構（屋外工作物）
◆井戸の状況

※調査箇所は家具等の移動は行わず、
目視で確認できる範囲となります。

クラックスケール 例：亀裂損傷調査

身分証明書
腕章

※所要時間：３時間～半日程度（一般的な家屋の場合）



⑥その他
—環境対策—



43

地下水位の観測

●外環沿線で、地下水位の観測を行っています。

観測箇所
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地下水位の観測結果について

・外環事業では、沿線環境への影響を考慮し、

常時地下水位観測を行い周辺環境への影響を

監視しています。

・地下水位観測は、平成22年度より連続観測を

実施しています。

これまでの取り組みの概要

地下水位の観測結果
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深層地下水位

浅層地下水位

地下水位の観測結果（杉並区内）
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本線シールドによる深層地下水への影響について

・外環事業では、トンネル構造の密閉性が高く、地

下水に与える影響が小さいシールド工法を採用し

ています。

・三次元浸透流解析と呼ばれる数値シミュレーショ

ンにより地下水位及び水圧の変動量を予測した結

果、深層地下水の水圧低下量は、年間の水圧変動

量以下とわずかであり、影響の範囲内に深層地下

水を利用している井戸が存在しないことから、深層

地下水は保全されるものと考えています。

三次元浸透流解析による予測これまでの取り組みの概要

・三次元浸透流解析モデルは、既存資料及び現地調査結
果を基に、地層、地下水、構造物を三次元モデル化し、降
水量や井戸の揚水量等の条件を設定しました。

・三次元浸透流解析は、現況再現解析によりモデルの検証
を実施した後、事業の実施による地下水影響及び環境保
全措置の検討を実施しました。

深層地下水の影響



⑥その他
—利用者等の避難について—
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利用者等の避難について

●災害や事故発生時におけるトンネルからの避難方法や、事故発生時の対策等につい
ては、有識者のご意見も伺いながら、検討を進めています。

※避難施設の設置位置は検討中です。
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お問合せ先お問合せ内容

今回の説明内容に関すること
家屋調査に関すること
外環事業全般に関すること

e-mail : tokyo-gaikan@e-nexco.co.jp
今回の説明内容に関する
ご質問の受付

練馬区、杉並区（久我山4丁目を除く）、武蔵野市（吉祥寺南町3丁目
を除く）の外環沿線地域の方

ＴＥＬ 03-6904-5886

世田谷区、狛江市、調布市、三鷹市、杉並区（久我山4丁目）、武蔵野
市（吉祥寺南町3丁目）の外環沿線地域の方

ＴＥＬ 03-5727-8511

24時間工事情報受付ﾀﾞｲﾔﾙ
（工事に関するお問合せ）

お問合せ先

国土交通省 関東地方整備局 東京外かく環状国道事務所
ＴＥＬ ： ０１２０－３４－１４９１（フリーダイヤル）
受付時間： 平日 ９：１５～１８：００

東日本高速道路株式会社 関東支社 東京外環工事事務所
ＴＥＬ ： ０１２０－８６１－３０５（フリーコール）
受付時間： 平日 ９：００～１７：３０

中日本高速道路株式会社 東京支社 東京工事事務所
ＴＥＬ ：０１２０－０１６－２８５（フリーコール）
受付時間： 平日 ９：００～１７：３０



工事へのご理解・ご協力を

お願い致します







地中拡幅の工法動画





		







※視聴後はブラウザの「戻る」ボタンを押すと、説明会資料へ戻ることができます。














